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兎田先生は、長い歴史のある実験心理学、特に学習・条件付けの行動
課題と最先端の神経生物学的計測・操作技術を組み合わせることに
よって、私たちヒトを含めた動物の行動基盤となる心理学的・神経生
物学的な構造と、その進化について主にマウス・ラットを対象として、
明らかにしようとされています。このセミナーでは、そうした研究の
最新の知見についてお話しいただきます。
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